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　著者は去る 2017 年 3 月に法政大学の教壇から降り
る機に合わせて，本著を上梓した．長く気候学を担当
してきた経験を踏まえたその内容は，学問の進歩に合
わせることはもちろんのこと，学生の理解を最優先に
目指した講義内容を取りまとめた教科書的なものであ
り，評者もちょうど四半世紀前に受けた講義の記憶と
重ねながら読み進めた．学生当時，一度聞いてもよく
分からないことがあり，納得するために著者の授業を
改めて受けたことがあったが，本著があれば，その必
要もなかったはずである．冒頭の「難解ならば何回も
読め !」とはよく言ったものである．
本著は以下のような構成である．
第 1 章　 大気地理学［気候・気象］を学ぶに臨み
第 2 章　 大気現象の理解を前にして
第 3 章　 大気現象を構成する要素と因子
第 4 章　 気温と気圧を考
える
第 5 章　 なぜ雲が湧いて
降水が落ちてく
るのか？
第 6 章　 どうすれば大気
の動きを捉えら
れるのか？
第 7 章　 大気の団体とそ
の狭間
第 8 章　 高層風の波動と
下層の大気現象
との対応
第 9 章　 地球規模の大気
の循環を考える
第10章　 気候の分類とそ
の分布領域
第11章　 過去の気候と気
候の変化
第12章　 今日の大気環境
問題を巡る三役
　通常の専門書と違い，
冒頭の第 1 章では科学的
思考について述べるとこ
ろから始まっている．気
候学ならばその発展の歴
史や climate の語源から
の記述もあり得るが，こ
ういったアプローチから
気候学につなげる著者の工夫は，改めて感心しきりで
あった．
　第 4 章の気温や第 5 章の降水にまつわる内容は身近
な気象現象であるだけではなく，多くの学生の関心を
寄せるもの故に，卒業生の描きあげた図を交えながら
説明をしている．おそらく多くの労力を割いて書き上
げたものを世にその存在を示すとともに，後輩諸氏へ
の手本とする意味合いがあろうと思われた．学術的に
意味のあるものが卒論でも扱えるということを示すこ
とはこれからの世代にとって励みとなるはずである．
　また，第 5 章の中で，降水の気候としてスケールご
とにその説明を試みているが，その中で，ナイジェリ
アにおける雨期の降水量とその始まりと終了，および
雨期の長さに関して緯度との関数で表現した研究を紹
介している．ここではその内容もさることながら，一
つの図の中に多くの情報が盛り込まれている研究を取
り上げている点に注目し
たい．研究論文の図はか
くありきと伝えようとし
ている点は，著者の日常
に垣間見られた教育者的
思考の表れであろう．
　第 6 および 7 章につい
ても卒業生の成果が垣間
見られ，第 7 章の後半部
分は南北両半球やシノプ
ティックスケールにおけ
る低気圧・高気圧につい
てまとめられている．注
目すべきは気候学的内容
としてそれらの分布に言
及するだけにとどまら
ず，それらの成因につい
ても触れている点であ
る．加えて，これらの分
布から東西指数に触れる
ことで，8 章以降の内容
への導入となっている．
あえて布石を打つ，この
まとめ方こそ著者の独創
性であり，本著を読む意
義があると思われる．
　次に注目したいのは第
11 章である．気候変動
に関する内容を扱ってい
るが，その要因として近
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年注目されつつある太陽活動との関連性について紹介
している．できるだけ新しい内容を盛り込みつつ，説
明を進める点は読者の満足感を満たす意味でも重要で
あると思う．
　最後の第 12 章では近年話題に上ることが多い環境
関連の話題について取り上げている．その中で温暖化
の要因としての二酸化炭素の増減の推移について，長
期的な変動をあげ，人為的な要因以外にも地球の環境
によりその大気中濃度が変動してきたことを提示し，
温暖化に対する安易な判断に対して注意を促してい
る．つまり，大気中の CO2 濃度と気温の上昇は永続
的に続くのではなく，大気と海洋の中での CO2 濃度
の自律的な変動が起きることでその濃度の高低が変化
するプロセスを挙げている．また，気温の上昇は氷河
の後退につながる点は容易に理解できようが，地域に
よっては氷河の成長が起きていることを指摘している
点は見逃せない．詳細についてはここでは割愛する
が，地球環境の挙動の複雑さを示しつつ，自然界の複
雑さが呈する面白さを教示する流れも本書の特徴の一
つであろう．
　また，第 6 章のフライブルク市における山風吹走の
事例や第 11 章の景観に配慮した地下空間の利用にま
つわる話のような先進的な取り組みを挙げつつ，将来
への展望を述べることで一つの章を結ぶまとめ方は非
常に示唆に富んでいると言えよう．
　全体にわたり，専門用語（テクニカルターム）の訳
が振られている点は非常に好感が持てる．特に近年で
は英語論文の重要性が高まっているため，関連する欧
文で執筆された論文を初めて手にする段階の学生には
非常に有用ではないだろうか．
　ところで，著者は本著の問題点として，気候学発展
の歴史など，本来入れるべき内容を一部漏らしたこと
をあげている．個人的には，一冊で気候学の全てを網
羅することは難しいと思われる．これまで内外の多く
の先人がまとめあげた気候学に関する様々な文献を手
に取れば，その問題は解決するはずであろうし，その
ような手間をかけることで異なる視座から気候学やそ
の周辺領域を見渡す機会の創出にもつながることが期
待される．故に一部の内容が漏れたことについては大
きな問題ではないと評者は考える．もちろん，本著に
はこの問題点を補える教科書を紹介するという教育的
配慮があることを付言しておきたい．
　惜しむらくは近年注目されるようになった「日本海
寒帯気団収束帯（JPCZ）」などを取り上げるのであれ
ば，夏季の関東内陸に出現する高温域にまつわる話題
や「ハイエイタス（hiatus）」に関する説明などをい
ずれかの話題に絡めて紹介していると良かったかもし
れない．このようなことを申せば，上述の内容とはや
や矛盾するかもしれない．しかしながら，上記のよう
な事項については興味・関心を集めることが多いこと
や古い文献には見られない事項なので，あえて述べた
次第である．
　最後になるが，本著は学びの途上にあるものはもち
ろんのこと，卒業して久しい卒業生が学び直す際など
にうってつけの本であると評者は感じた．全部で 460
ページを超えるボリュームとその内容の難しさにはい
ささか抵抗を感じるかもしれないが，まずは関心のあ
る内容の書かれた章から読み始めるのもありではない
かと考える．会員諸氏におかれては是非とも一読して
頂ければ幸いである． （狩野真規）
